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Vision2025の振り返り
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2019年12月発表時の資料

2019年10月期の売上は39億円、営業利益は4.5億円

売上（230億円）、
社員数（1621名）は達成

営業利益率は、
PROEVER投資を行わ
なければ概ね達成
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2018年7月、上場後からの振り返り

2018年10月期29億円の売上であったが成長の方向性は変わらず
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Vision2025の振り返り

戦略の枠組みは変わらず
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プロジェクトマネジメントの普及は著しく遅れている

出典：一般社団法人アジア経営研究所（AMRI）提供資料
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政府においてもプロジェクトマネジメントの普及は著しく遅れている

出典：一般社団法人アジア経営研究所（AMRI）提供資料
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プロジェクトマネジメントの普及とMSOLの成長機会

プロジェクトマネジメントの普及に伴い、大きな成長機会が広がる

※生成AIによって作成されたコンセプトイメージです

成長機会拡大

AIに浸食されない将来有望なビジネス



ホールディングス化に向けて
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MSOLグループが目指す姿

戦略Ⅰ

PM事業の進化・深化
• PMOポートフォリオの創造・確立により

PMO領域を拡大
• オーガニック成長を継続

戦略Ⅱ

PM事業＋α（多角化）
• Digital領域の成長
• M&Aへの挑戦

戦略Ⅲ

PROEVER×海外展開
• PROEVERをプロジェクトマネジメントの

デファクトスタンダードへ
• PROEVERをフックに海外展開を促進

MSOLグループが目指す姿

国内PMO市場1.6兆円の顕在化を加速させ、売上高1,000億円を目指す
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なぜホールディングス化を検討するのか？

◼ プロジェクトマネジメント(PM)事業はオセロの四隅

◼ PM事業を核に、新たな事業を創造し、拡大させていく

(戦略Ⅱ：＋α(多角化)、戦略Ⅲ：PROEVER×海外展開)

Ⅰ

Ⅰ Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ

Ⅲ Ⅱ

✓ デジタル事業を分社化（2024年1月）

✓ PROEVER事業を分社化（2027年1月見込）

✓ M＆Aを積極化

① 機動的な事業の拡大

2025年までの中
期経営計画では
“チャンスがあれ
ば”としていた
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なぜホールディングス化を検討するのか？

MSOL

MSOL 
Group

MSOL
Digital

X社

PROEVERTETRA
Communicat

ions

MSOL 
HRBP

MSOL
海外①

MSOL
海外②

MSOL
Consulting

（仮）

Finance

CIT 経企

MSOL 
University

Y社

Z社

② 人的資本経営の加速

◼ 経営人財の育成のための教育強化

◼ 人財交流、グループ内でのキャリアマネジメントを通じた教育とリテンション
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なぜホールディングス化を検討するのか？

③ 経営システムの導入強化とグループガバナンスの強化

◼ MSOLグループとしての標準化の徹底

◼ ガバナンスに強い人財採用により、グループガバナンス強化

MSOL

戦略

組織

IT

プロ
セス



MSOLグループの成長ストーリー
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PM事業を主軸とし売上高、営業利益の向上を目指す。2030以降はプロジェクトマネジメントAI（PROEVER）

とプロフェッショナルサービスの融合および、M&Aによる成長を実現する。

中期経営計画（Beyond1000） 業績目標

2030 20352025

売上高

営業利益

230億円

27億円

売上高

営業利益

500億円

100億円

売上高

1000億円

現在 第１フェーズ（2026-2030） 第２フェーズ（2031-2035）

数値目標は
オーガニック成長ベース

(M&A等によるインパクトを
含まない)
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 ・・・ 2035203X

MSOLグループの成長

2018年上場時から売上高は約8倍を達成

年間平均成長率34.4%(2018年～2025年)

PMOリーディングカンパニーとして、上場来、PMO市場の成長を牽引

PM事業 Digital、PROEVER事業 他

売上高

230
億円

売上高

500
億円

売上高

1,000
億円

売上高

29
億円

2018年7月
東証マザーズ(現グロース)市場上場

260

300

355

420
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社員数 2030年には3,000名以上を目指す

2018年上場後、社員数は9.1倍

2030年には社員3,000名以上、新卒社員の定着率は80%維持を目指す

社員数

2018年
（上場時）

170名
1,621名

2025年

3,000名

以上

2030年
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大学生からも選ばれる企業ブランドに

東洋経済が発表した［2027年卒］大学生が選ぶ就職ブランドランキングにMSOLがランクイン

出典：週刊 東洋経済 12/27-1/3 新春合併号

総合ランキング 95位 シンクタンク・調査・コンサルタント 5位
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AI時代にPMO市場が伸びる理由

Technology
×

Human

※生成AIによって作成されたコンセプトイメージです
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AI時代にこそ価値が最大化する『戦略実行型マネジメント』

新興実行支援系
個人依存型

D社
E社

プロジェクト単位の業務支援、社員代替作業が中心

戦略実行型マネジメント
プロジェクト成功への情熱、信念、当事者意識を兼
ね備えた行動力、意思決定支援力など、利害関
係が対立する中での合意形成力、現場の不安を
取り除くなど、企業内に深く入り込み、交渉、決断、
共感などEQを発揮

論理と自動化はAI、完遂は人間。プロジェクト成功への情熱と当事者意識が戦略実行のラストワンマイル

IQ・知識型 EQ・人間調整型

労働力の提供

企業組織全体
マネジメント

C社

A社

B社
戦略・IT系

高いIQと情報の非対称性で稼ぐモデル
モノ(ドキュメントやシステム)づくりの領域

AIが得意とする
データ処理の領域

AIエージェントや自動化
で代替される領域

F社

SES・派遣

指示に基づく労働力の提供と、定型的な技術・
オペレーション支援
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株主還元 配当性向50.0%を目指す

配当性向、株主還元

中期的に配当性向50.0%を目指す

2026年12月期は配当32円から50円に増配予定

自己株式取得は流動性、株価等を勘案し機動的に実施する

2円
18円

30円 32円

50円
6.4%

18.4%

23.9%

28.6%

38.5%

2022 2023 2024 2025 2026

（予定）

・・・ 2030

配当性向

50.0%

配当性向

１株式あたり配当額

n年後



Appendix

✓ 社会背景
✓ 戦略Ⅰ PM事業の進化・深化
✓ 戦略Ⅱ PM事業＋α（多角化）
✓ 戦略Ⅲ PROEVER×海外戦略Ⅱ



Appendix

✓ 社会背景
✓ 戦略Ⅰ PM事業の進化・深化
✓ 戦略Ⅱ PM事業＋α（多角化）
✓ 戦略Ⅲ PROEVER×海外戦略Ⅱ
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日本の世界競争力ランキング

スイスのビジネススクールであるIMDが発表した2025年の世界競争力ランキング（WCR）によると、

日本の国際協力は世界69カ国・地域の中で35位に位置しており、調査開始初年の1989年の1位から、徐々にその順位を下げている。

1 1 1 1
2

3
4 4

17

20

24

21

23

27

25

23

19

16

24

22

17

27
26

27

24

21

27
26 26

25

30

34

31

34
35

38

35

出展:「IMD World Competitiveness report」より弊社作成

【社会的背景】
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Rank Score

1 リトアニア 8
2 台湾 7.82
3 アイスランド 7.7
4 デンマーク 7.58
5 香港特別行政区 7.56
6 オランダ 7.11
7 カタール 7.08
8 スイス 7.08
9 シンガポール 6.96

46 韓国 5.45
47 ニュージーランド 5.41
48 ギリシャ 5.39
49 ケニア 5.36
50 ベネズエラ 5.34
51 アルゼンチン 5.33
52 チェコ共和国 5.32
53 ペルー 5.29
54 ガーナ 5.25
55 スロバキア共和国 5.21
56 南アフリカ 5.18
57 ナイジェリア 5.16
58 ポルトガル 5.12
59 ポーランド 5.09
60 ボツワナ 5.06
61 ナミビア 5.05
62 キプロス 5
63 ハンガリー 4.82
64 クロアチア 4.81
65 オーストラリア 4.75
66 モンゴル国 4.5
67 トルコ 4.13
68 ブルガリア 4.11

69 日本 3.8

日本の国際競争力35位という順位はいくつかの要素と指標によって構成されており、その中でも「ビジネスの効率性」を構成する「経営プラクティス」は65位であり、

さらに「企業の機敏性」に至っては、調査対象となっている69カ国・地域の中でも最下位に位置付けられている。

日本の世界競争力ランキング -日本企業の機敏性 全69経済圏中最下位という衝撃

日本企業の機敏性を含め、企業経営の変革が
国際競争力の向上にとって不可欠と考えられる。

総合順位

35位

経済パフォーマンス

23位

政府の効率性

38位

ビジネス効率性

51位

インフラ

19位

生産性・効率性

56位

労働市場

49位

ファイナンス

13位

取組・価値観

56位

経営プラクティス

65位

企業の機敏性

69位

出展:「IMD World Competitiveness Yearbook 2025 」より弊社作成

■企業の機敏性ランキング

【社会的背景】
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出典：PM Solutions / PM College "The 2025 State of the Project Management Office (PMO)"

アメリカに目を向けると

✓ アメリカでは、PMOが当たり前に設置されている。（大企業の93%）
✓ ハイパフォーマンスなPMOの活動を見ると、単なる進捗管理だけでなく、「戦略目標との整合（6位）」や「リソース・手

法の共有（7位）」など、組織横断的な役割が重要視されている

高橋さん確認

【社会的背景】



27© Management Solutions Co., Ltd.

出典：PM Solutions / PM College "The 2025 State of the Project Management Office (PMO)"

アメリカに目を向けると

✓ 米国ではPMOの外部活用（PMOaaS）が、高収益企業のスタンダードになりつつある
✓ 外部リソースを活用しているPMO組織のほうが、パフォーマンスの高い傾向にある

高橋さん確
認

残す場合、
リード文
＆出典追記

【社会的背景】



Appendix

✓ 社会背景
✓ 戦略Ⅰ PM事業の進化・深化
✓ 戦略Ⅱ PM事業＋α（多角化）
✓ 戦略Ⅲ PROEVER×海外戦略Ⅱ
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PM事業の目指す姿（第１フェーズ）

2030年の
目指す姿

創業当時からの弊社の強みである戦略実行型サービスと

プロジェクトマネジメントAI（PROEVER）の両輪で

プロジェクトの成功、クライアントの価値創造を実現する

戦略

拡大するプロジェクトマネジメント成長市場において
リーディングカンパニーとしてオーガニック成長を加速させ確固たるポジショニングを確立する

戦略実行型
とは

プロジェクト成功への情熱、信念、当事者意識を兼ね備えた行動力、意思決定支援力

１
アカウント戦略の実行加速
（重点顧客を中心としたポ

ートフォリオ）
２

営業力の継続強化
（JPX日経400中心）

３ 品質強化および教育コンテン
ツの拡充

４
採用ブランディング

（エージェント強化、自社採用）

戦略Ⅰ
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2020 2025 2030

盤石な顧客基盤を背景に、単価向上と高い稼働率を目標とする

単価の上昇

戦略Ⅰ

取引先顧客数

+30万円
(+20%)

JPX日経400企業を中心とした盤石な顧客基盤を背景に

営業力の継続強化、アカウント戦略の加速（重点顧客ポートフォリオ）を実行することで

売上高1千億円以上の顧客割合

2030年の単価は200万円、稼働率は85～90%を目標としPM事業を拡大する

盤石な
顧客基盤

+24万円
(+20%)

176

146

200

0

50

100

150

200

250

300

2020 2025 2030

30

2006倍以上

に拡大

PROEVER
活用

段階的に
PROEVERに

置き換え

PM事業



31© Management Solutions Co., Ltd.

AI時代におけるポジショニング
戦略Ⅰ
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『Beyond1000』の裏付けとなる、1.6兆円の巨大なPMO市場

2030年、国内PMO市場は1.6兆円の巨大市場へ。各産業のリーディングカンパニーに深く入り込み、

圧倒的なシェアを獲得する

※潜在市場・顕在市場を含む

※大手市場調査機関による調査

自動車・製造

5,120 

金融

2,150 

交通・運輸

情報通信

900

小売

1,600 

建設・不動産

社会インフラ

1,990 

その他

410 自動車・製造

6,630 

金融

2,920 

交通・運輸

770 

情報通信

1,100 

小売

1,910 

社会インフラ

2,480 

その他

520 

2030年

16,790億円

2024年

13,130億円

400

560

戦略Ⅰ



Appendix

✓ 社会背景
✓ 戦略Ⅰ PM事業の進化・深化
✓ 戦略Ⅱ PM事業＋α（多角化）
✓ 戦略Ⅲ PROEVER×海外戦略Ⅱ
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多角化（MSOL Digital）

Strategic Growth Engine

BASE： PMO DNA（伴走型人的支援）

LX
（Legacy

Transformation）

Business Agile
（組織活性化支援）

生成AIを活用し、レガシーシステム
の可視化と新しいスタイルのシステ

ム運用保守を実現。

VSION： Digital ∞ Management 

Data Governance
（Power Platform）

データガバナンス強化と、埋もれた
データをPowerplatformで利活

用することによりDXを推進。

アジャイルアプローチで硬直化した
組織の活性化と現場力の強化を

支援。

HRX
（人事部支援）

人事経験者によるHR診断、新卒
＋キャリア採用支援、DX人財育

成支援。

事業基盤であるPMO DNA（伴走型人的支援）に成長のエンジンとしてデジタルソリューションを追加し、

「Digital ∞ Management」による変革力で事業拡大を目指します。

戦略Ⅱ
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◼ プロジェクトマネジメント(PM)事業はオセロの四隅

◼ PM事業を核に、新たな事業を創造し、拡大させていく

(戦略Ⅱ：多角化、戦略Ⅲ：PROEVER×海外展開)

Ⅰ

Ⅰ Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ

Ⅲ Ⅱ

① デジタル事業を分社化（2024年1月）

② PROEVER事業を分社化（2026年1月見込）

③ M＆Aを積極化

① 機動的な事業の拡大

2025年までの中
期経営計画では
“チャンスがあれ
ば”としていた

再掲

多角化（M&A）
戦略Ⅱ
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✓ 社会背景
✓ 戦略Ⅰ PM事業の進化・深化
✓ 戦略Ⅱ PM事業＋α（多角化）
✓ 戦略Ⅲ PROEVER×海外戦略Ⅱ
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プロジェクトデータ集約・蓄積

MSOL推奨形式も活用可能
散在するデータを組織の資産化

AIによる意思決定支援

MSOLの知見をもとにして
分析や予測により行動を提案

リアルタイム状況可視化

組織全体の情報を統合・整理し
プロジェクトを俯瞰的、横断的に把握

PROEVER 製品概要

※国内特許6件を取得済

戦略Ⅲ
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AIによる意思決定支援

プロジェクトレポート生成

プロジェクト計画書レビュー

PROEVER AIの3つの人格

◼ PROEVER AIの3つの人格が、EPMO(組織のPMO)の主要課題の解決を支援

戦略Ⅲ
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PROEVER × 海外
戦略Ⅲ

PMI Global Summit 2025に日本企業として初出展
グローバル市場への確かな一歩を踏み出す



将来見通しに関する注意事項

マネジメントを、世界を動かすエンジンに。

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」(forward-looking statements)を含みます。これらは、現在における見込み、
予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合でも、当社は本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正を行う義務を負うものではありません。
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